
 

 
 
 
 
 
 

令和 2 年度農林水産関係予算が概算決定されました！ 
 

令和元年１２月２０日、令和２年度の農林水産関係予算が概算決定されました。 
以下は、その中で特に関心が高いと考えられる事業等です。                        

 令和２年 
Vol.４１ 
R２．２．３ 
関東農政局 
埼玉県拠点 

地域と農政を結ぶ 

埼玉地域情報ネットワーク 

〇農林水産物・食品の政府一体となった輸出力強化と高付加価値化 （注）単位：億円。（ ）は令和元年度当初。 

 ・司令塔組織（農林水産物・食品輸出本部）の創設               １２（―） 
 ・輸出向け HACCP 等対応施設の整備                     １５（―） 
 ・グローバル産地づくりの強化                         ５（―） 
 ・戦略的なマーケィング活動の強化                      ２８（―） 
 ・GAP（農業生産工程管理）拡大の推進                     ３（―） 
 
〇「スマート農業」の実現と強い農業のための基盤づくり 
 ・スマート農業総合推進対策事業                       １５（５） 
 ・農業農村整備事業（公共）                    ３,２６４（３,２６０） 
 ・農地耕作条件改善事業                        ２５０（３００） 
 ・農業水路等長寿命化・防災減災事業                  ２５８（２０８）   
 ・強い農業・担い手づくり総合支援交付金等               ２３０（２３０） 
 ・品目別生産振興対策                           ８９（８７） 
  （野菜・施設園芸支援対策、果樹支援対策、茶・薬用作物等支援対策、花き支援対策） 
 
〇担い手への農地集積・集約化等による構造改革の推進 
 ・「人・農地プラン」の実質化と農地中間管理機構等による担い手への農地集積・集約化の加速化 

執行見込額２１２（１９６） 
 ・農業人材力強化総合支援事業                     ２１３（２１０） 
 
〇水田フル活用と経営所得安定対策の着実な実施 
 ・水田活用の直接支払交付金                    ３,０５０（２,９６１）  
 ・畑作物の直接支払交付金                  所要額２,１６３（１,９９８） 
 ・収入減少影響緩和対策交付金                  所要額６４５（７４０） 
 ・収入保険制度の実施                          ２１１（２０６） 
 
〇食の安全・消費者の信頼確保 

・消費・安全対策交付金                           ３０（２０） 
 
〇農山漁村の活性化 
 ・多面的機能支払交付金                         ４８７（４８７） 
 ・中山間地域等直接支払交付金                      ２６１（２６１） 
 ・環境保全型農業直接支払交付金                       ２５（２５） 
 ・中山間地域農業ルネッサンス事業（一部公共）              ４４２（４４０） 
 ・農山漁村振興交付金                            ９８（９８） 
  （「農泊」の推進、農福連携の推進、都市農業の多様な機能発揮） 

・鳥獣害被害防止とジビエ利活用の推進                  １０２（１０４） 

☆各事業等の詳しい内容等については、農林水産省ホームページをご覧ください！ 

 令和２年度農林水産予算概算決定の概要  ↓ 

(ホームページＵＲＬ)  http://www.maff.go.jp/j/budget/index.html#yr02 
  



 
 

 

 

荒川を豪快に下る「長瀞ライン下り」で有名な長瀞町で、

事業を展開してきた長栄建設（株）は、企業としての成長（多

角化）と地域貢献を両立できる新たな分野として、農業に平

成 21 年に新しく参入しました。 

同社の農業部門は、町内に点在する遊休農地等を有効に

活用し、経営発展（農業として経営が成り立つ）を進めるこ

とを基本的な方針として掲げ、同社役員で認定農業者の中

畝専務と定年退職した地域の賛同者 2名からなっています。 

平成25年からは町の農業発展と観光に更に貢献したいと

の思いもあり、「そば」（秩父の在来種）の栽培を始めまし

た。現在のそばの栽培面積は約 130 アールで、トラクター２

台、専用コンバイン１台、乾燥機、選別機などの農業機械を駆使して、耕耘～播種～収穫～調製までを行

っており、農業機械を収納する建物も本業の建設業を活かして自前で建設しました。 

借り受けた遊休農地は、当初水はけが悪かったものもあったとの

ことですが、着実に土づくりを進めたことからそば栽培に適した土

壌に徐々に変わってきています。令和元年産は単収も上がり、収穫

量は約 1,000 ㎏（そば粉で約 500 ㎏）と過去最高となりました。 

作物の栽培や管理技術は、県の機関（農林振興センター）から指

導・助言を受けているほか、町も目ぼしい農地があれば担当者も現

地まで同行し、必要であれば地権者との話し合いの場にも同席する

など、手厚くサポートしています。町の担当者は、長栄建設は長瀞地

区（町内に６つある農業集落の内の１つ）における中心的な経営体

として、できるだけ支援をしていきたいとのこと。 

現在は、生産したそばをそば粉にして、秩父鉄道樋口駅前の蕎麦屋

「楓庵」に全量販売しています。お店の人気メニュー「地粉 10 割そ

ば」は、長栄建設が生産したそば粉 100％のそばで作られています。 

長栄建設は地域の観光にも資するよう、ゆくゆくは長瀞町の特産化を目指しています。 

中畝専務は「栽培・収穫したそばを「地粉そば」として地元の蕎麦屋でもっと取り扱ってもらい、その

宣伝の効果によって地元の観光にも繋げていきたい」と語り、農業部門で中心的な浅見さんも農作業に

従事している２名は 60代後半ですが、「地域の農業を通じ貢献したいと思っている仲間を増やしていき

たい」とのことです。お二人とも地元愛をもって農業に取り組んでいます。 

 
 

 
 

  

～異業種から農業に参入 

そば栽培で地域貢献を目指す～ 

長瀞町の長 栄
ちょうえい

建設
けんせつ

（株）さん 

 
埼玉県長瀞町で町の農業発展と観光に貢献したいとの思いから、建設業界から新しく

参入し、遊休農地等を活用してそばの栽培を行う長栄建設(株)をご紹介します。 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  

〒330-9722 さいたま市中央区新都心 2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 FAX 048-601-0510 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/       

左側：農業部門で中心的な浅見さん 
中央：認定農業者となった中畝専務 
右側：町の農業振興担当の赤坂主査 

上部：収納庫内のトラクター２台 
左下：トラクター取付用の播種機 
右下：そば刈取り専用コンバイン 


